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情報処理技術者試験センター（JITEC）の概要情報処理技術者試験センター（JITEC）の概要

平成１５年８月

財団法人 日本情報処理開発協会

情報処理技術者試験センター



１．センター概要

（１）設 立： 昭和５９年４月

（２）予 算： ５１億円（平成１５年度（注) 情報処理技術者試験センター特別会計）

（３）役員数：１人（常務理事１名）

職員数：７１名 平成１５年８月６日現在

試験事業費 （１５年度予算： ３７億円）

情報処理の促進に関する法律に基づく「情報処理技術者試験」の実施（年２回） 。

情報処理技術者試験のアジア展開事業費 （１５年度予算： １億円）

情報処理技術者試験とアジア各国との相互認証の推進及びアジア各国間の試験制度の標準
化に必要な調査等の実施。

（注）： 平成１５年４月～１２月までの９ヶ月間の予算額である。



２．事業概要

試験の実施

◆ 情報処理技術者試験は、ソフトウエア技術者の技術の向上を目的として昭和４４年に創設。
昭和４５年以降、国家試験として実施。

◆ 試験事務については、昭和５９年４月、情促法第６条第２項に基づいて通商産業大臣が指
定試験機関として財団法人日本情報処理開発協会を指定し、試験問題の作成、実施、採
点等の試験事務を実施（４月及び10月、全国３００カ所余の試験会場で実施）。

◆ 試験制度創設以来、ＩＴ技術者の能力開発指標、客観的な評価指標として定着。その応募
者は年間８０万人に及ぶ（平成１４年度実績）。情報サービス企業をはじめ、産業界におい
てもその取得を推奨している企業が多い。

◆ 平成１４年度までの応募者は累計で約１，０９３万人、同約１１５万人が合格。



試験区分

◆ 情報処理技術者試験は、育成すべき技術者の技能水準にあわせて以下のような１３の試
験区分に分けて実施されている。
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問題作成体制

◆ センターでは民間企業の専門家等約４００名で構成される試験委員会（委員会数３５）及
び外部有識者７名で構成される評議員会からなる試験問題作成体制のもと、良質な試験問題
の作成に努めている。
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３．情報処理技術者試験応募者数の推移

◆ ９６年度以降の応募者数の推移を見ると、2000年度まで大幅な増加を続けたものの、その後はほぼ横
ばいの推移となっている。足下の２００２年度の総応募者数は過去最高の８０万人に達している。
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４．民間ＩＴ技術者試験との共存

◆ 高度情報化社会におけるＩＴ技術者として必要な共通事項についての知識認定を体系的に
行う情報処理技術者試験に対し、ＩＴベンダー等が行う民間ＩＴ試験は個別製品を使いこなすため
の知識・技能の修得を目指すものであり、両者の果たす役割は基本的に異なる。
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